
経済学部　講師
井上　智洋

　本年度より経済学部に着任した井上智洋です。私の専門は数理的なマクロ経済
学ですが、ゼミでは数学はあまり使わずプレゼンテーションとディスカッション
を重視します。そういった技能は、皆さんが就職活動をするときや社会に出たとき
に大変役に立つからです。ゼミのテーマは「経済政策と経済問題」です。アベノミ
クス、少子高齢化、地域活性化、所得格差など様々な問題を扱って、皆で楽しく議論
していきます。皆さんが有意義な大学生活を送れるよう願っています。私がそのた
めの力になれたらと思います。どうぞよろしくお願いします。

楽しく議論しましょう！

経済学部　講師
福島　浩治

　４月から国際経済論を担当しております福島浩治です。「国際経済」というと、ア
メリカ、EU、日本などを軸とした地理的・人口的に限定された国際経済関係を想
起しがちですが、私自身の関心は、アジア・アフリカ・ラテンアメリカなど途上国
経済や新興国経済の視点からみた国際経済全体のあり方や、両者の関係性の成り
立ちや現状そして今後の展望にあります。人類と地球環境が、グローバル経済の時
代に「共生」できる仕組みと道筋とを、多様で豊かな実践をされているローカルな
現場に学びながら、学生の皆さんと一緒に考えていきたいと思っています。

学生時代
「よく学び、よく遊べ」

経済学部　講師
増田　幹人

　専門は人口論で、日本人口の動きと社会経済の関係について、数量分析の手法を
用いて研究しています。日本では今後、少子高齢化とともに人口減少が進んでいく
ので、人口論の重要性は高まっています。私は、駒澤大学で勤務する前は、内閣府で
経済財政白書の執筆や政策効果の分析等を行ってきましたが、そこで学んだ重要
なことは、根拠を数字として示すことと、分析結果を分かりやすく説明することで
した。学生の皆さんには、人口論を通じてこのことを理解してもらい、社会経済問
題を客観的に分析する能力を身につけてもらいたいと思います。

客観的に分析する力

経済学部　講師
深見　泰孝

　経済学部で証券市場論を担当する深見泰孝と申します。証券市場の歴史的分析
と証券会社経営を研究しています。証券業界では90年代末に、金融ビッグバンや
株式売買委託手数料の自由化という大きな変革がありました。経営環境が変化す
れば、証券会社のビジネスモデルも変化せざるを得ません。このテーマに、私は文
献などを通じた分析に加え、証券会社の経営者の方々や規制当局の方々へのイン
タビューも行い、研究しています。また、ゼミでは、学生たちが「今、起きている問
題」を論理的に説明できるよう、学生とともに学びたいと思っております。

論理的思考を身につけよう

経営学部　准教授
小野瀬　拡

　ベンチャー企業論担当の小野瀬です。ベンチャー企業や長寿企業などをメイン
に中小企業全般を研究しています。ベンチャー企業は小規模から急成長する会社
のことで、社会を変えていきます。たとえばプロ野球チームをもつ楽天は買い物の
概念を変えましたが、はじまりは従業員６人の小さな会社でした。駒澤大学はベン
チャー企業のあつまる都心部に近いだけではなく、豊かな自然をあわせもってお
り、研究と教育に絶好の環境です。ぜひここで小さな会社を見てみましょう。

小さな会社を
見てみましょう

医療健康科学部　教授
保科　正夫

　皆さんにとって“がん”、放射線治療は先送りしたい事柄だと思いますが、それ
を私は積極的に教える立場にあります。医療健康科学部の目的は放射線診療に関
わる医療従事者の教育です。その中で放射線治療は重要な分野の一つです。日本で
は世田谷区の人口程度が、残念ながら毎年がんによって亡くなられています。この
ことを改善するための施策が、国をあげて打ち出されております。その中で放射線
治療に関わる医療従事者の育成も重要な事項です。駒澤大学の社会貢献を一層す
すめるためにも、学生教育を介してこのことに関わっていきます。

駒澤大学の
新たな社会貢献をめざして
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